
地区別計画策定ステップ事業・地域ボランティア相談室 

・オトナの一期一会について 
 

 地区別計画策定ステップ事業   

わが地区ならではの福祉活動、課題や可能性を住民主体で見つめなおし、“地区別計画” 策

定を目指し事業等を通じでその基盤づくりと取り組みを進めます。 

活動者とサポートを必要な方の代弁者・両方の顔を持つ地区社協が主体となり、地区なら

ではの福祉活動の課題や可能性を 

①発見 → ②発信 → ③参画 → ④充実・達成 → ⑤再発見のステップで検証、地区が一丸となっ

て計画づくりに取り組める基盤づくりを行います。〈連合自治会単位・地区社協モデル地区で展開〉 

 

●この事業は、住まう人皆が“計画が必要なんだ,計画をつくっていこう”という土壌づ

くりを、段階（＝ステップ）を踏んで地区社協を中心にすすめていこうとする事業です。 

 

●前年度からの継続４地区（白山・山下・霧が丘・長津田）に、新規１地区（東本郷）

が加わり、計５地区社協が自治会や民生委員をはじめ、地域住民の理解と協力を得て、

地区特性を活かした取り組みを行っています。 

 

【今年度の実施状況】 

地区 プラン目標（主なテーマ）・特徴 今年度の取り組み 今後の予定 

東
本
郷 

● 住民自身が平素から感じていることや考え

をアンケート聴取し、地域の福祉活動に

採り入れていくとともに、若い世代との交

流や参画を得られるようにする。 
● 実行委員会立ち上げ、構成団体の連携強化、

分析結果をフィードバックする。 

延べ 4 回の実行委員会で、ア

ンケート目的の確認、地域にお

ける活動内容と課題を共有す

ることでアンケートの項目・内

容・対象について検討し、共有

した活動内容と課題をベース

に、アンケート実施に向けて話

し合った。 

年末年始をめど

に、アンケート

の配布を、年度

末をめどに集計

を行う予定。 

白 
山 

● 全世帯配布する「おたがいさまカード」
でニーズをつかみ、手助けできる方（シー

ズ）対象にアンケート調査、双方のための

ボランティア相談室を開設する。 
● 「おたがいさまカード」によりつながりと

信頼を醸成し安心のまちづくりの完成度を

高める。 

単位自治会毎の「おたがいさ

まカード」 (様式・手続等は統

一)を配布し回収。サポートを

要する方版は９・１０月理事会

にて、回収結果を持ち寄り反応

や内容を共有している。 

次のステップと

して「おたがい

さまカード」手

助けできる方版

を１１月・１２

月理事会にて配

布、回収結果を

共有する。 

山 

下 

● 地域の特徴を把握してニーズに合った方策

を検討する。 
● 高齢者が容易に集まれる範囲での小地域で

の交流の場づくりをすすめることで、日常

的な交流が結果的に防災につながるように

企画する。 
● 小地域での高齢者交流の機会づくり

を、各自治会でのキーマンを掘り起こしな

がら進める。 

前年度作成「防災データマッ

プ」を活用した災害弱者の状況

把握などを通じてヒアリング

を行い、各地域のキーマンの選

定と協力要請を行っている。 
地区社協の拠点の山下交流セ

ンターを出て、出前型で活動す

る。 

旭区若葉台の老

人会が作成した

「あんしんカー

ド」などを参考

に、防災をキー

ワードにして、

となり近所で助

け合えるまちづ

くりを検討。 
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のステップを！

 

 

 地域ボランティア相談室・ボランティアセンター  （区内３ヶ所に開設） 

プランリーディング事業「地域ボランティア相談室の設置・運営」において、身近な地域のボラ

ンティアの相談窓口の、地区社協単位での開設と運営を支援します。 

 

 「オトナの一期一会」  
地域で活動する自治会などの地縁型組織と、子育てグループ

などのテーマ型組織、それら地域活動の活性化を目指して『新

しい人材を呼び込む！』をテーマに、日々の活動のなかで互い

に交流する機会づくりの一環として、１９年度に「みどり知っ

とこやっとこフォーラム」を、２０年度には地域の福祉活動団

体、市民活動団体の有志に企画段階から入っていただき、現在の「座談会」形式に至りました。 

活動をざっくばらんに語り合えることで現状を知る、本音の情報交換ができる場として座談会

を開催し、互いに「参加・体験⇔交流・共有」のやり取り（また一歩進んだ人材交流の輪）が進

むよう取り組んでいます。 

今年度計３回、延べ１０回の取組み結果をふまえ、来年度にむけての検討準備会を開催し、よ

り活動者中心で、分野を超えた人材交流と発展について実施形態など含め展開方法を考えます。 

 
第３回（21 年度第 1 回）： ５月２１日(木)１４～１６時 ／座談会 及び緑区の災害時要援護者への支援について 
第４回（21 年度第 2 回）： ８月２０日(木)１４～１６時 ／座談会 及び緑区の福祉教育 について 
第５回（21 年度第 3 回）：１１月１９日(木)１０～１２時 ／座談会 及び今後の運営について 
 
【次回の予定】 

「オトナの一期一会 検討準備会」：１月２５日(月)１０～１２時 於 ハーモニーみどり １階会議室 
     ／来年度にむけて、分野を超えた人材交流と発展について実施形態など含め展開方法を検討。 

地区 プラン目標（主なテーマ）・特徴 今年度の取り組み 今後の予定 

霧
が
丘 

● 潜在ニーズである理美容・配食等の在
宅サービス提供のためのコーディネー

ト拡大を中心に、地区福祉活動の見直

し・整理・ネットワークづくりを行う。

● ボランティア相談室を通じた調整(予定) 

敬老の日お祝い品お渡し時

に、配食・理美容サービス利

用のアンケートを実施した

結果、配食サービス希望数を

把握できた。 

配食サービスにつ

いての検討会をす

すめ、年度内にサー

ビスを立ち上げた

い。 

長
津
田 

● 子どもと地区内活動者が「一緒につくり

あげる」姿勢のもと、地区社協事業、学

校行事、農作業体験などでの交流や事業

を通じて、子どもや保護者が地域に相
談しやすい関係づくりを図る。 

● 子どもと地域活動者、障がい当事者等と

で「一緒に作り上げる活動」を実行

委員会で検討。 

「いぶき野昼食会」、「地区社

協リハビリ教室」への田奈中

福祉委員主体の参加は継続。

長津田第二小生徒の農作業

体験は好評のうち終了。長津

田小「野草園」の見学を委員

で行い、次年度以降のかかわ

りを検討。 

農作業体験、野草園

見学の結果を年度

内に実行委員会で

共有し、次年度以降

の内容について検

討する。 

東 本 郷 霧 が 丘 竹 山 

【東本郷ボランティアセンター】 
■ 発足：平成１２年 ７月～ 

■ 東本郷ケアプラザ内相談室 

■ 受付：TEL４７３－７６７０ 

■ 月～金 ９：３０～１２：３０ 

■ 電話、もしくは来所で受付 

【霧が丘地区ボランティア相談室】 
■ 発足：平成１９年 ３月～ 

■ 拠点なし（携帯電話） 

■ 受付：TEL０９０－８９４９－３７８６ 

■ 月～金 １０：００～１４：００ 

■ 電話、もしくは訪問で受付 

【竹山ボランティアセンター】 
■ 発足：平成２１年１０月～ 

■ 竹山自治会館 

■ 受付：TEL４７３－７６７０ 

■ 月～金 １０：００～１２：００ 

電話、もしくは来所で受付 


